
アドバンスト管理モジュール（AMM）のBladeCenter Open Fabric Manager機能 

の一部削除について 

 

【概要】 

BladaeCenter環境で、ファームウェア3.66E(BPET66E)以降（※3.66G(BPET66G)のみ適用外）が適

用されたアドバンスト管理モジュール（以下、AMM）のBladeCenter Open Fabric機能を使用して

いる場合、BladeCenter Open Fabric Managerの一部の機能を使用することができません。 

 

【対象構成】 

下記のファームウェアバージョンのAMMが搭載されるBladeCenterシャーシの構成で、

BladeCenter Open Fabric Managerを使用している場合 

 

 - AMMファームウェア3.66E(BPET66E)以降（※3.66G(BPET66G)のみ適用外） 

 

【補足】 

これは、BladeCenter Open Fabric Mnagerのサポート終了によるものです。 

AMMに、ファームウェア3.66E(BPET66E)以降（※3.66G(BPET66G)のみ適用外）を適用した場合、

一部のBladeCenter Open Fabric Manager機能のメニューが削除されています。 

 

 

これにより、新規に仮想アドレスの作成を行ったり、仮想アドレスの編集を行うことはできなく

なります。既に作成された仮想アドレスの再適用や、IBM Fabric Managerに移行するための、既

存仮想アドレス情報の抽出のみ行うことができます。既にブレードサーバーに適用されている仮

想アドレスは継続して使用されます。 

 

ただし、保守サポートの観点から、継続してブレードサーバーのI/O仮想化機能を使用されたい

場合は、BladeCenter Open Fabric Managerの後継製品となる、IBM Fabric Managerをご利用く

ださい。 



 

【参考情報】 

サポート終了：BladeCenter Open Fabric Manager  

http://www.ibm.com/common/ssi/ShowDoc.wss?docURL=/common/ssi/rep_ca/5/760/JAJPJP13-01

95/index.html&lang=en&request_locale=jp 

 

IBM Fabric Manager   

http://www.ibm.com/systems/jp/flex/fabricmanager/ 

 

BladeCenter Open Fabric Manager から IBM Fabric Manager への移行について 

http://www.ibm.com/jp/domino04/pc/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SYJ0-04E8AD7 

 

IBM Fabric Manager初期導入_設定ガイド (Flex System / BladeCenter編） 

http://www.ibm.com/jp/domino04/pc/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SYJ0-02C4792 

 

 

以上 

http://www.ibm.com/common/ssi/ShowDoc.wss?docURL=/common/ssi/rep_ca/5/760/JAJPJP13-0195/index.html&lang=en&request_locale=jp
http://www.ibm.com/common/ssi/ShowDoc.wss?docURL=/common/ssi/rep_ca/5/760/JAJPJP13-0195/index.html&lang=en&request_locale=jp
http://www.ibm.com/systems/jp/flex/fabricmanager/
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